
ご賛同のお願い 

私たちが取り組んでいるこの問題は、多くの方々のご協力なくして解決できるものではありません。

ぜひ私たちとともに声を上げて下さい。行動にご参加下さい。広くご賛同をお願い致します！ 

当ネットへの参加賛同 団体・個人ともに一口 1,000 円 下記の郵便口座にお振込み下さい。 

郵便局口座番号：00110-6-706085 口座名：東京にオリンピックはいらないネット 

連絡先：東京にオリンピックはいらないネット 

〒165-0065 東京都中野区新井 5-13-3 早川方 

tel&fax 03-3330-3016 

電子メール no-olym@jcom.home.ne.jp 

 

◇ ◆ ◇ 今後の予定 ◇ ◆ ◇ 
当面は質問書の提出や回答された内容、および事実を多くの方々に知っていただくた
めの企画などに関し、原則的に月１度の定例会合により検討、随時それらを実施してい
ます。 
３月 11 日（火） 定例会合 １９：００～２１：００ 
６月ごろ予定  集会 「開催候補５都市選定、直前集会（仮題）」 （詳細については未

定）  

発行 ： 東京にオリンピックはいらないネットニュースレター編集委員会 100円 
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  雑  感  
2016年東京オリンピック開催に伴って生じる、築地市場移転問題 

 

2016 年東京オリンピック・パラリンピック開催

基本計画には、メディアセンターを築地に設置
することが示され、現在の築地市場は豊洲に

移転する計画となっている。先日の会場予定
地見学ツアーには、築地市場の見学も含んで

いた。 
「市場を考える会」の野末誠さんによる市場

の案内と移転問題の説明。築地市場の存在の
意味を熱く語る野末さんからは、東京の食文化

を創ってきたという強い自負をひしひしと感じ
た。ここで魚を扱うことを生業として築地に働く

人たちは、オリンピック招致に絡めて市場を移
転させることに非常に怒っている。集合場所の

目印に立てた「オリンピックはいらない」ののぼ
りを一旦おろそうとしたところ、市場関係者の人

に言われた。「築地でオリンピック賛成のやつ
なんていないから遠慮せずに堂々とあげてい

ろ」と。 
石原都知事は、築地は不衛生で危険で汚 

いとレッテルを貼り、あたかも築地市場に問題
があり、移転が必要であるかのごとく言ってい

る。そうではなく移転の本質は新たな開発を
東京でしたいことにある。具体的には JAPIC

（日本プロジェクト産業協議会）の構想に沿っ
た臨海地区開発にあることにも野末さんは言

及した。 
 続いて豊洲に移動。日本環境学会の佐藤

氏にも豊洲の汚染の深刻さを説明してもらっ
た。会場予定地に立つと空気の汚れを感じ

る。臭いのだ。そこにはがらんとした埋立地が
広がっている。西方の対岸には銀座、新橋あ

たりのビルが林立する光景が広がり対極的な
風景だ。埋立地に立ってそのビル群を見渡す

と招致を望む人たちの思惑がどこにあるか理
屈でなくはっきりと感じられる。都心で大規模

開発ができるのはここしかない、ということに。
オリンピックはその開発のダシにしかすぎない

ということに。    （文：山） 

は 
いらない！ 

 2007年11月25日、「2016年東京オ
リンピック会場予定地見学ツアー」を行

いました。見学希望者とスタッフ、合わ
せると３０名。メインスタジアムや選手

村の予定地、トライアスロンで選手たち
が泳ぐ予定の埋め立て地に挟まれた水

路、およびプレスセンター予定地である
築地市場、さらに築地市場の移転先の豊

洲にも赴きました。 
メインスタジアム予定地（右の写真）

も選手村予定地（下の写真）も、今は広
い敷地があるだけ、土地以外のものは今後

ゼロから造っていくつもりのようです。 
東京都には国立競技場があるし、宿泊施

設だってたくさんあります。それらを使う
ことをせず、資金をかけてゼロから造り上

げることによって得られる利点は何なの
でしょうか？ たった２週間ほどのオリ

ンピックのために？ 招致に失敗すれば

余ってしまう土地をわざわざ用意した

の？ そうではないでしょう。 
無計画に埋め立てをした、完成したけど

利用方法がなかった、このままでは責任を
とらされる、 何か広い土地を必要とする

ネタないかな？ そうだ、オリンピックや
ろう！ ちょうどいいじゃん… そんな

流れだったのではないでしょうか？ 
スポーツには確かにいい面はたくさん

あります。やればすがすがしいし観ればワ
クワクする、しかし 2016 年東京オリンピ

ック招致は、そういう純粋な動機だけで推
進されているわけではなさそうです。 

誰かの責任を押し付けられるのは、私た
ちだけではありません。子々孫々にも負担

がかかります。これ以上きず口を広げてど
うするのでしょうか。冷静に考えて適正な

選択をすべき時は、今です。 

何がなんでも ハコモノを造れ!! 
だってオリンピックやるんだもん 

ホントは… 行き当たりバッタリで 
こんなに土地が余っちゃったんだもん… 
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